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月曜日（祝日・休日、4/22、第一月曜日を除く）、祝日・休日で開館した月曜日の翌平日、
年末年始、展示替え期間は休館します。
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ご 利 用 案 内

交 通 アクセス

2025

休館日　  開館記念日　  コレクション展無料日（教育・文化週間）
特別展開催期間 ［開館時間］

［ 休 館日］

［ 観 覧 料 ］

［ 施 設 ］

9：00～17：00（入場は16：30まで）
月曜日（祝日・休日、4/22、第一月曜日を除く）、祝日・休日で開館
した月曜日の翌平日、年末年始・展示替え期間
※開館カレンダーでご確認ください。

コレクション展：一般300円（240円） 学生200円（160円）
※（　）内は20名以上の団体料金です。
※70歳以上の方と18歳以下の方、および高等学校、中等教育学校、
　特別支援学校に在学する生徒は無料です。
※身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を
　ご提示の方とその介護者（1名）は無料です。
※特別展は展覧会によって観覧料金が異なります。

多目的トイレ、車いす兼用エレベーター、車いす、ベビーカー、
手押し車、授乳室（個室ベッド有り、給湯設備はありません）、
無料駐車場50台（普通車用）

〒758-0074 山口県萩市平安古町586-1
TEL：0838-24-2400 FAX：0838-24-2401
URL：https://hum-web.jp/

［新山口駅から］
■直行バス「スーパーはぎ号」（約60分）で萩・明倫センター下車（徒歩約5分）
■防長バス（約90分）で萩バスセンター下車（徒歩約12分）
［山口宇部空港から］・［萩・石見空港から］
■萩近鉄タクシー（乗合タクシー）約70～80分（利用前日までに要予約）
［JR山陰本線］
■JR萩駅からタクシー約7分
■JR東萩駅から萩循環まぁーるバス（西回り）約20分
■JR玉江駅から徒歩約20分
［自動車］
■「中国自動車道」美祢東JCT経由、「小郡萩道路」絵堂ICから約20分
■「山陰自動車道」三見ICから約10分、国道191号沿い
※萩循環まぁーるバスは、萩市役所を起点に松陰神社方面をめぐる東回りと
　城下町方面をめぐる西回りの2つのコースがあります。美術館へは、「萩・明倫センター」と
　西回りバス停「萩美術館 浦上記念館・萩城城下町入口」のご利用が便利です。

陶芸館のみ開館

カレンダーは変更となる場合があります。
最新の内容はホームページをご覧ください。

2024.4　2025.3

萩駅 ↓山口・小郡長門

図書館玉江駅

山口県立
萩美術館・
浦上記念館

菊ヶ浜海水浴場

萩バス
センター

萩・明倫
センター

有料

萩
市
役
所

萩・明
倫
学
舎

警
察
署

松
陰
神
社

津
和
野
→

益
田

東
萩
駅萩城跡

（指月公園） 萩博物館

P
P

↑

↑

262

191

191



1 F

2 F

2 F

1 F

1 F

兵庫陶芸美術館所蔵 赤木清士コレクション

古伊万里のモダン
華麗なるうつわの世界

4月27日（土）　 6月23日（日）
［休館日］5月13日（月）、20日（月）、27日（月）、6月10日（月）、17日（月）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 120252024 2 3

展 示 室 1
（ 浮 世 絵 ）

展 示 室 2
（ 東 洋 陶 磁 ）

展 示 室 7
（ 陶 芸 ）

展 示 室 8
（ 陶 芸・工 芸 ）

展 示 室
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第47回
山口伝統
工芸展
4/6 　14

兵庫陶芸美術館所蔵 赤木清士コレクション
古伊万里のモダン 華麗なるうつわの世界
4/27 　6/23

特別展

浦上コレクション  東洋陶磁の美
7/9 　12/22

陶の華 三彩
11/14 　4/14

あこがれのうつわ －青花・五彩
4/22 　6/23

十三代三輪休雪の陶  12/12 　6/23

山口県の伝統工芸Ⅱ  3/12 　6/23

龍－伝説への道  7/9 　12/22 萩美百華  1/2 　4/13

茶陶萩  1/2 　4/13

January February MarchApril May June July SeptemberAugust October November December

▼釉下彩鯉文大皿　
　佐賀 有田　
明治時代
（19世紀後半～20世紀初頭）　
兵庫陶芸美術館蔵

葛飾北斎 
「風流無くてなゝ くせ 遠眼鏡」
享和期（1801～1803）頃  大判錦絵

絵師未詳 
「花筏」
享保～宝暦期（1716～1763）  
横中判紅絵

歌川国芳 
「東都富士見三十六景 
 佃沖晴天の不二」
弘化１年（1844）頃  横大判錦絵

特 選 鑑 賞 室 のご 案 内
収蔵する浮世絵の中から、厳選した名品1点を
じっくりと鑑賞できる特選鑑賞室をご用意しています。

4月

2024年

5月

6月

※会期・内容は変更する場合があります。詳細はホームページ、展覧会チラシをご覧ください。 
※展示室1、2、7、8では収蔵品を定期的に入れ替えながら展示しています。一部の作品は会期中に展示替えがあります。

武者絵
5/21 　6/23

江戸の絵本
3/12 　4/14

歌川広重 
富士三十六景
4/22 　5/19

設備改修工事のため本館休館
7/1 　3/31（予定）

美人画の四季 女性を描いた近代版画を3点ずつ展示します ※展示替えを行います
❶7/9～28 ❷7/30～8/25 ❸8/27～9/23 ❹9/25～10/27 ❺10/29～11/24 ❻11/26～12/22 ❼1/2～26 ❽1/28～3/5 ❾3/14～4/13

※令和6年度茶室でのインスタレーション展示はございません。

◀色絵花盆文大皿　
　肥前 有田　
江戸時代中期
（17世紀末～18世紀中頃）　
兵庫陶芸美術館蔵

日本最初の磁器である伊万里焼は、17世紀初頭に肥前有田（佐賀県有田町）で
生産が始まります（江戸時代に生産された伊万里焼は〈古伊万里〉と呼ばれます）。半世紀後には欧州など
に輸出され大変な人気を博し、１７世紀末には国内外に〈古伊万里〉のブランドを決定づけた豪華絢爛な
古伊万里金襴手様式が現れました。１８世紀半ばになると海外輸出も終焉をむかえ国内市場に目を向けた
伊万里焼は、同時代の多様な好みや変化を敏感に捉えながら、時代の流行を追い求め、その姿を変えて
いきます。さらに、明治維新を経て、近代国家へ生まれ変わろうとする動きの中で、磁器についても西欧近代
の新しい素材や技術が取り入れられました。本展覧会では、時代の変化を敏感に捉え、モダンに生まれ変
わっていく〈古伊万里〉を中心に、明治以降の伊万里焼も含めた約100件の作品でその魅力に迫ります。

※本館休館中（7月から3月まで）の展示はございません。
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